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　石巻専修大学の学生たちが河北まちづくり研究会「なつかしの町・飯野川」や
地元企業等と連携して開発した「石巻・飯野川発サバだしラーメン」が、総合食品
メーカーの東洋水産㈱の協力でカップ麺になりました。12月1日（月）から全国で
販売されたのを記念して、関係者を招いた報告・発表会が開かれました。学生た
ちは商品を通して市を広く紹介し、復興の一助になることを期待していました。

11月16日（日）
おがつ店

たな
こ屋街

12月3日（水）
河北総合支所

河北地区

サバだしラーメンが
カップ麺に

　地域の人々の生活を支えている仮設商店街「おがつ店こ屋」が3周年を迎え
たのを記念してホタテまつりが開かれました。当日の朝に水揚げされた新鮮な
ホタテをお目当てに、地元ばかりでなく市内外から約1，500人が訪れ、会場は
活気づきました。中でも水槽でのホタテ釣りや炭火焼コーナーには長い行列が
できる人気ぶりでした。

３周年を記念して

ホタテまつり

まちの話題

　
平
成
27
年
の
年
頭
に
当
た
り
、謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
未
曽
有
の
被
害
と
深
い
悲
し
み
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
、ま
も
な
く
４
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。い

ま
だ
に
長
く
住
み
慣
れ
た
地
域
を
離
れ
て
不
自
由
な
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
、今
な
お
、こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
に
不
安
を
抱
か
れ

て
い
る
多
く
の
皆
様
に
対
し
、心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。ま
た
、復
旧
・
復
興
事
業
を
推
進
す
る
中
、市
民
の
皆
様
か

ら
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
震
災
以
降
、一日
も
早
く
、希
望
を
持
ち
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
日
々

を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
復
興
を
進
め
る
こ
と
が
私
の

使
命
と
考
え
、全
力
で
市
政
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。特
に

昨
年
は
、震
災
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
方
々
の
た
め
の
賃
貸
住
宅

で
あ
る
復
興
公
営
住
宅
への
入
居
が
始
ま
り
、蛇
田
、渡
波
地
区

の
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
宅
地
供
給
や
、離
半
島
部
に

お
け
る
防
災
集
団
移
転
事
業
で
の
宅
地
の
引
き
渡
し
が
始
ま
る

等
、生
活
再
建
の
基
礎
と
な
る「
住
ま
い
の
再
建
」が
本
格
化
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、市
立
病
院
の
再
建
に
つ
い
て
は
、

昨
年
９
月
に
建
設
工
事
に
着
手
し
、医
療
体
制
の
整
備
に
も
第一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、水
産
物
地
方
卸
売
市
場
石

巻
売
場
が
昨
年
８
月
に一部
供
用
を
開
始
し
、石
巻
の
基
幹
産
業

で
あ
る
水
産
業
に
つ
い
て
も
さ
ら
な
る
発
展
に
向
か
って
進
む
体

制
が
整
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
年
は
、昨
年
に
引
き
続
き
、復
興
公
営
住
宅
が
順
次
完
成

し
入
居
が
進
む
と
と
も
に
、土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
宅

地
の
供
給
や
、防
災
集
団
移
転
事
業
で
の
宅
地
引
き
渡
し
も
順

次
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、さ
ら
に
は
、今
夏
に
は
仙
石
線
の
全

面
復
旧
も
予
定
さ
れ
て
い
る
等
、生
活
基
盤
の
復
旧
・
復
興
が
加

速
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
震
災
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
、経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ

う
な
惨
状
を
眼
前
に
呈
し
、被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
が
絶
望

と
も
い
え
る
思
い
を一度
は
思
い
抱
き
ま
し
た
が
、市
民
の
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、さ
ら
に
は
全
国
そ
し
て
世
界
中
の
皆
様

か
ら
の
ご
支
援
に
よ
り
、よ
う
や
く
復
旧
・
復
興
を
実
感
で
き
る

ス
テ
ー
ジ
に
至
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。今
後
も
多
く
の
課
題
を
乗
り

越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、断
固
た
る
決
意
を
も
っ

て
復
旧
・
復
興
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　
新
た
な
年

を
迎
え
、こ
れ
ま
で
以
上
に
ふ
る
さ
と
石
巻
の
更
な
る
発
展
に
向

け
て
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　大須地区は自然に恵まれた地域
です。私は古里のきれいな山々の景
色が大好きです。私が通う大須小
学校は全校児童数が8人の少規模
校です。今春から6年生になるので、
後輩たちの面倒をよく見る最高学
年になることが目標です。特に体育
教科は全校で取り組むことが多い
ので、しっかりとリードできるように
なりたいです。
　また勉強面でも算数が少し苦手
なので、テストで良い成績を残せる
ようにがんばりたいと思います。

（雄勝地区・平成15年生まれ）
阿
あ べ

部　季
も も か

香さん

後
輩
に
慕
わ
れ
る
最
上
級
生
め
ざ
す

　昨年も1年間、健康で楽しく過ごせた
ことに喜びを感じています。
　「誰とでも仲良く、他人に迷惑をかけ
ないこと」 「美味しいものを食べて、笑
顔を絶やさずに過ごすこと」がモットー
の私です。60歳を過ぎてから踊りとカラ
オケを始め、とても楽しく続けています。
　冬場は牡蠣剥きの仕事を手伝ってい
ます。風邪等をひかないように注意して
趣味や仕事に励みたいと思います。娘
夫婦や孫たちも今年も明るく元気に暮
らせますように願っています。

（牡鹿地区・昭和6年生まれ）
安
あんどう

藤　みゑ
え

子
こ

さん

趣
味
を
楽
し
み
明
る
い
年
に

　昨年初めて、100人が100日間の
練習で一つのミュージカルを完成
させる「コモンビート」に参加しまし
た。さまざまな年代の人たちと本番
に向け練習を積み重ねた日々がと
ても充実していました。舞台を終え
た達成感も忘れられません。人との
つながりが自分を成長させてくれる
と実感した出来事でした。
　今年も「コモンビート」に参加し、
皆さんともっと良いステージを作り
上げて成功を喜び合うことが目標
です。

（石巻地区・平成3年生まれ）
佐
さ さ き

々木　高
たかあき

明 さん

今
年
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
充
実

　石巻観光協会に勤務し今年で6
年目です。主にロマン海遊21で物販
を担当しています。
　震災から4年目となり、以前と比
較すれば、県外から来られる観光
客の方々は減少傾向にあります。今
年は、より多くの皆さんに石巻に足
を運んでいただけるように地場産
品を広く、さらに積極的にPRしてい
きます。
　復興へ向けた地元企業の皆さん
のがんばりを、物販を通して発信す
る懸け橋を担えれば幸いです。

（石巻地区・昭和54年生まれ）
桶
お け や

谷　修
おさむ

さん 

地
元
の
魅
力
を
広
く
発
信

　震災直後、女川町内の薬局に勤
めていた姉と連絡が取れず、不安で
眠れない日々を送りました。数日後
に市内の小学校の体育館で再会で
きたときは涙を流しながら抱き合
い、喜びました。
　そんな経験があったからこそ何
気ない日常に感謝し、1日1日を大切
に精一杯生きていこうという気持
ちが芽生えました。だから私の一番
の願いは「家族全員が笑って元気に
過ごすこと」です。今年も楽しい1年
になってほしいです。

（河北地区・昭和42年生まれ）
佐
さ さ き

々木　弥
や よ い

生さん

笑
顔
で
元
気
な
日
々
を

　今年は小学校の最上級生になり
ます。縦割り班長等でクラスや下級
生たちをまとめ、見本とされる先輩
になりたいです。1年生から所属して
いるバスケットボールスポーツ少年
団でも練習を積み重ねて、県大会で
の優勝を目標に努力していきたい
です。
　勉強では大好きな算数とともに、
苦手意識のある社会をがんばりた
いです。家でもお手伝いを積極的に
して、中学生へ向けて成長する1年
にしたいと思います。

（河南地区・平成15年生まれ）
須
す ど う

藤　健
たけゆき

介くん

ス
ポ
ー
ツ
も
勉
強
も
積
極
的
に

　会社員として勤務しているかたわ
ら、昨年4月からは地域団体の会長
としての活動にも取り組んできまし
た。今年で還暦となりますが、仕事
は続けるつもりです。
　今年の目標は同い年の妻ととも
に健康でいること。2020年の東京
五輪に向けて、2人で積み立ても始
めました。妻への感謝の気持ちを忘
れず、これまで以上に夫婦2人で仲
良くいろいろな場所に旅行できた
ら幸せです。年を感じさせない60歳
を目指します。

（桃生地区・昭和30年生まれ）
佐
さ と う

藤　徳
と く み

民さん

夫
婦
仲
良
く
こ
れ
か
ら
も

　昨年は健康にも恵まれ、平凡なが
らも穏やかな1年を過ごすことがで
きました。同居する夫と息子夫婦、
そして大学生なので今は離れてい
ますが、楽しい思い出をくれた孫に
感謝しています。
　植木や野菜の世話、手芸等が趣
味です。70歳を機にやめた社交ダン
スの代わりに、今年からはグラウン
ドゴルフに挑戦したいです。交流を
広げながら無理なく元気に過ごし、
何事も楽しみながら過ごしていけ
ればと思っています。

（北上地区・昭和18年生まれ）
武
たけやま

山　とも子
こ

さん

新
し
い
趣
味
に
挑
戦
し
た
い

　年男・年女の皆さんに今
年の抱負や将来の夢を伺い
ました。

干支の特徴
　穏やかで、やさしく、人
情味があります。おとな
しいため消極的に映りま
すが、本当は芯が強く、負
けず嫌いの頑張り屋、粘
り強さが特徴です。きれ
い好きで計画的に行動す
るタイプが多いようです。

羊（ひつじ）年に
関することわざ

　
力
の
弱
い
者
も
、集
合
す
れ
ば
強
力
に
な
る
こ
と
の
意
味
　

群ぐ
ん
よ
う羊

を
駆
っ
て
猛も

う
こ虎

を
攻
む

　
羊
の
頭
を
看
板
に
し
て
、実
際
は
犬
の
肉
を
売
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、見
か
け
と
中
身
が
一
致
し
な
い
こ
と
。ま
た
見
か
け
に

だ
ま
さ
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
教
え
　

羊よ
う
と
う
く
に
く

頭
狗
肉

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

石巻市長　亀山 紘

今年は
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　11月8日（土）、東京都の東京臨海広域防災公園で、第24回全国消防操法大
会が開催されました。
　宮城県の代表として市消防団桃生地区団が小型ポンプ操法の部に出場し、見
事優良賞を受賞しました。
　厳しい訓練を積んできた成果を選手が存分に発揮し、全国で上位入賞という
素晴らしい成績を残すことができました。

　「第9回かなんクロスカントリー大会」には、小学生から一般まで300人以
上が出場し、初冬の風景を楽しみながら健脚を競いました。年代や体力に合
わせて1キロから6.85キロまで10種目が設定され、選手たちが起伏に富ん
だコースに挑みました。ゴール後は温かい豚汁が振る舞われ、選手たちは疲
れた体を癒やしていました。
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11月8日（土）
東京臨海広域防災公園

桃生地区 河南地区

１２月７日（日）
遊楽館周辺

景色楽しみながら疾走

届
き
ま
し
た
か
？
入
学
通
知
書

　
教
育
委
員
会
で
は
、今
春
、小

学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん

（
平
成
20
年
4
月
2
日
～
平
成

21
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）の
保

護
者
の
方
に
、「
入
学
通
知
書
」

を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
や
、

転
居
等
に
よ
り
入
学
校
が
変
わ

20
歳
を
迎
え
る
方
へ

国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ

　

20
歳
に
な
る
と
、国
民
年
金

へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

（
公
財
）石
巻
地
域
高
等
教
育
事

業
団
平
成
26
年
度
奨
学
生
募
集

　
石
巻
圏
域
に
住
む
優
秀
な
学

生
で
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
な
方
を
対
象
に
、次
代
を

担
う
有
能
な
人
材
育
成
を
目
指

し
て
、奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
　
象

①
石
巻
専
修
大
学
推
薦
入
試
ま

　

た
は
一
般
入
試
に
合
格
し
、

　
平
成
27
年
４
月
に
入
学
す
る

　
方

②
平
成
27
年
４
月
現
在
、石
巻

　
専
修
大
学
に
在
学
す
る
見
込

　
み
の
方

※
①
②
と
も
に
、石
巻
圏
域
に

　
２
年
以
上
住
所
を
有
す
る
こ

　
と
。た
だ
し
、石
巻
圏
域
内
の

　
高
等
学
校
お
よ
び
石
巻
専
修

　

大
学
に
入
学
す
る
目
的
を

　

も
っ
て
、圏
域
内
に
住
所
を

　
移
転
し
た
方
は
除
き
ま
す
。

定
　
員　
10
人
程
度

　
（
当
事
業
団
の
奨
学
生
選
考

　
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
決
定

　
し
ま
す
）

貸
与
限
度
額

〇
新
入
学
生〔
理
工
学
部
〕

　
１
６
０
万
円

〇
新
入
学
生〔
経
営
学
部
〕

　
１
２
０
万
円

〇
新
入
学
生〔
人
間
学
部
〕

　
１
３
０
万
円

〇
在
学
生〔
理
工
学
部
〕

　
１
３
０
万
円

〇
在
学
生〔
経
営
学
部
〕

　
90
万
円

〇
在
学
生〔
人
間
学
部
〕

　
１
１
０
万
円

※
限
度
額
の
範
囲
内
で
10
万
円

　
単
位
の
希
望
す
る
額

申
込
期
間　
1
月
15
日
㈭
～

　
　
　
　
　
2
月
20
日
㈮

問

申
・

　
（
公
財
）石
巻
地
域
高
等
教
育

　

事
業
団
事
務
局（
市
総
務
課

　

内
）

　
（
内
線
4
0
3
8
）

行
政
情
報

管
財
課
か
ら「
業
者
登
録
」の

お
知
ら
せ

①
　
建
設
工
事
ま
た
は
測
量
・

　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業

　
務
の
入
札
参
加
資
格
申
請
　

　（
本
登
録
）

　
平
成
27・28
年
度
、市
が
発
注

す
る
建
設
工
事
や
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
の
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
事

業
者
か
ら
の
申
請
を
受
け
付
け

し
ま
す
。

　

す
で
に
登
録
済
み
の
方
も
、

平
成
27
年
３
月
31
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
ま
す
の
で
、新
た
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。

※
建
設
工
事
に
登
録
申
請
さ
れ

　
る
場
合
は
、平
成
27・28
年
度

　
の
申
請
か
ら
社
会
保
険
等
の

　

加
入
が
要
件
化
と
な
り
ま

　

す
。詳
し
く
は
申
請
要
領
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
　
物
品
購
入
・
役
務
提
供
の

　
入
札
参
加
資
格
申
請（
補
充

　
登
録
）

　

平
成
27
年
度
、市
が
発
注
す

る
物
品
購
入
や
役
務
提
供
の
競

争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
事

業
者
か
ら
の
申
請
を
受
け
付
け

し
ま
す
。

　

す
で
に
登
録
済
み
の
方
は
、

有
効
期
限
が
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、今
回
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

③
　
小
規
模
契
約
希
望
者
登
録

　
申
請（
補
充
登
録
）

　

平
成
27
年
度
、市
が
発
注
す

る
小
規
模
契
約（
履
行
が
容
易

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
、予
定

価
格
が
50
万
円
未
満
の
小
規
模

の
も
の
）を
希
望
す
る
事
業
者

か
ら
の
申
請
を
受
け
付
け
し
ま

す
。

　

す
で
に
登
録
済
み
の
方
は
、

有
効
期
限
が
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、今
回
申
請
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
受
付
期
間
】

　

２
月
２
日（
月
）～
２
月
13

　
日（
金
）午
後
5
時〔
必
着
〕

【
申
込
方
法
】

　

郵
送
の
み
の
受
付
と
し
ま

す
。「
書
留
」等
、到
着
日
時
が
確

認
で
き
る
方
法
と
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
、各
申
請
要
領
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
各
申
請
要
領
等
配
布
場
所
】

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・市
役
所
４
階　
閲
覧
室

・各
総
合
支
所

※
各
申
請
書
類
等
が
市
に
配
達

　
さ
れ
た
か
確
認
す
る
場
合
に

　

は
、各
申
請
書
類
等
の
送
付

　
を
依
頼
し
た
会
社
へ
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

申
・

　
〒
9
8
6

－

8
5
0
1

　
（
住
所
不
要
）　
管
財
課

　
☎
23

－

6
6
1
1・

　
　
23

－

6
6
1
2

　
　
市
保
険
年
金
課

　
　
（
内
線
2
3
5
3
）

　
　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　
各
支
所

　
　
石
巻
年
金
事
務
所

　
　
☎
22

－

5
1
1
7

い
ま
す
。

○
20
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
月
の

　

前
月
末
日
頃
に
、日
本
年
金

　

機
構
か
ら「
国
民
年
金
被
保

　

険
者
資
格
取
得
届
書
」が
送

　

ら
れ
ま
す
の
で
、必
要
事
項

　
を
記
入
し
て
届
け
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。

○
保
険
料
の
納
付
は
、納
付
案

　
内
書
に
よ
り
金
融
機
関
や
コ

　
ン
ビ
ニ
で
納
付
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。口
座
振
替
や
ク
レ

　

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
お
支
払

　
い
も
で
き
ま
す
。

○
学
生
の
方
や
、納
付
が
困
難

　
な
方
は
学
生
納
付
特
例
や
免

　

除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○「
年
金
手
帳
」は
大
切
に
保

　
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問

冬
期
間
の
除
雪・融
雪
対
策

　
市
で
は
、冬
期
間
、市
が
管
理

し
て
い
る
道
路（
市
道
等
）に

つ
い
て
主
に
交
通
量
の
多
い
幹

線
道
路
で
の
除
雪
・
融
雪
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、日

常
利
用
し
て
い
る
道
路
の
全
て

で
作
業
を
行
う
こ
と
は
困
難
な

た
め
、融
雪
剤
を
配
布
し
て
い

ま
す
の
で
、必
要
な
場
合
は
、ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

国道398号の車線形状変更のお知らせ
　この度、市街地中心部の渋滞
緩和のため、穀町地区において
国道398号の車線形状を右図に
示した①から④のとおり変更し
ます。
　工事の実施は、平成27年1月
から2月までの期間を予定して
います。渋滞緩和のために必要
な対策ですので、ご協力をお願
いします。
　　石巻駅周辺整備プロジェク
　　ト推進室　（内線 5626）
問

※
個
人
所
有
の
私
道
は
、原
則

　
的
に
除
き
ま
す
。

問

申
・
　
　
　
　

　
道
路
課（
内
線
5
6
5
4
）

　
施
設
維
持
事
務
所

　
☎
23

－

0
8
5
0（
直
通
）

　
各
支
所　

る
方
、そ
の
他
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
い
。

　
　
教
育
総
務
課　

　
　
（
内
線
５
０
１
８
）

問

第24回全国消防操法大会で
市消防団桃生地区団が優良賞受賞
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12月1日（月）
北上小学校

災害に備え避難訓練

牡鹿地区

　複合型仮設店舗「おしかのれん街」の３周年を祝う感謝祭が開かれました。被
災地自慢の創作料理を競う「復興グルメＦ―１大会」で準優勝したカキ料理が提
供されたほか、鮮魚すくいや豪華景品が当たる大抽選会、餅まき、特設ステー
ジではヒップホップダンスやお笑いコンビによる漫才等が繰り広げられ、活気
にあふれました。

北上地区
まちの話題

　いつ、どんな時に発生するか分からない災害に備えるため、北上小学校では毎月
1～2回、定期的に避難訓練を行っています。状況は授業中、清掃中、スクールバス乗
車時等さまざまです。12月1日の訓練は「朝の会の最中に大規模な地震が発生し、緊
急地震速報が発表された」という想定で行いました。児童たちはすばやく机の下に身
を隠し、その後、防災頭巾をかぶって避難する一連の流れを確認していました。

11月23日（日・祝）
おしかのれん街

浜の魅力込めて感謝祭

　

住
民
票
や
戸
籍
の
請
求
・
住

所
の
異
動
届
お
よ
び
戸
籍
の
届

を
受
け
付
け
る
と
き
に
、来
庁
さ

れ
た
方
の
本
人
確
認
を
行
って
い

ま
す
。

目
的

・
個
人
情
報
の
保
護
の
た
め

・
な
り
す
ま
し
に
よ
る
虚
偽
の
請

　
求
、届
け
出
を
防
止
す
る
た
め

必
要
な
も
の

①
官
公
庁
発
行
の
写
真
付
き
身

　
分
証
明
書

　
（
運
転
免
許
証
・パ
ス
ポ
ー
ト・

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
）

②
①
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
氏

　
名
、住
所
、生
年
月
日
の
確
認

　
で
き
る
複
数
の
書
類

　
（
健
康
保
険
証・介
護
保
険
証・

　
年
金
手
帳・年
金
証
書
等
）証

　

明
書
が
無
い
場
合
は
、聞
き

　

取
り
等
に
よ
り
本
人
確
認
を

　

行
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

　
あ
り
ま
す
。

問　
市
民
課

　
（
内
線
2
3
1
3・2
3
1
6

　
・2
3
2
1
）

市
民
課
窓
口
で
は

「
本
人
確
認
」を

行
っ
て
い
ま
す

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、申

請
に
基
づ
き
、1
月
1
日
現
在
で

選
挙
人
資
格
を
調
査
し
、市
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を

調
製
し
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
録
申
請
は

1
月
10
日（
土
）ま
で

　

雪
に
よ
り
、消
防
隊
が
使
用

す
る
消
火
栓
や
防
火
水
そ
う
と

い
っ
た
消
防
水
利
が
埋
も
れ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　
消
防
水
利
が
雪
に
埋
も
れ
た

状
態
で
火
災
が
発
生
し
た
場

合
、消
防
隊
の
活
動
に
支
障
を

き
た
し
、消
火
活
動
に
遅
れ
が

生
じ
ま
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、降
雪
時

は
、消
防
署
員
が
消
防
水
利
の

雪
か
き
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

消
火
栓
や
防
火
水
そ

う
の
雪
か
き
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す

行
政
情
報対

象
　

市
内
に
住
所
が
あ
る
、20
歳

　

以
上
の
方
で
、次
の
要
件
を

　
備
え
た
方

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
の
耕

　
作
業
務
を
営
む
こ
と

②
①
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ

　
の
配
偶
者
で
、年
間
60
日
以

　

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
こ

　
と

申
請
書
用
紙
の
配
布
場
所
お
よ

び
提
出
場
所

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・

　
各
総
合
支
所・各
支
所・農
業

　
委
員
会
事
務
局

※
1
月
10
日（
土
）は
閉
庁
日
の

　

た
め
、農
業
委
員
会
事
務
局

　
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
の
で

　
ご
了
承
願
い
ま
す
。

※
申
請
し
な
い
場
合
、農
業
委

　

員
会
委
員
選
挙
の
投
票
が
で

　
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、忘
れ

　
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
（
内
線
5
8
2
3・5
8
2
4
）

固
定
資
産
税
の

お
知
ら
せ

◎
償
却
資
産
申
告
の
お
願
い	

　

平
成
27
年
1
月
1
日
現
在

で
、償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方

は
、申
告
が
必
要
で
す
。	

【
申
告
受
付
日
程
】	

と
　
き　
1
月
7
日
㈬
～
2
月

　
2
日
㈪　
午
前
9
時
～
午
後

　

4
時
30
分（
土
日
・
祝
日
を

　
除
く
）

と
こ
ろ　
市
役
所
3
階
納
税
課

　

脇
申
告
会
場（
立
体
駐
車
場

　
4
階
出
入
口
手
前
）	

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
各
支
所	

	

※
該
当
す
る
方
に
は
12
月
中
に

　

申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
ま

　
す
が
、届
い
て
な
い
方
や
昨
年

　

中
に
事
業
を
始
め
た
方
は
ご

　
連
絡
く
だ
さ
い
。	

	

※
期
間
中
で
あ
れ
ば
最
寄
り
の

　
会
場
で
申
告
可
能
で
す
。		

※
申
告
期
間
の
後
半
は
大
変
込

　
み
合
い
ま
す
の
で
、早
め
に
申

　
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
資
産
税
課

　
（
内
線
3
1
2
5
～
3
1
2
7
）

　
総
合
支
所
市
民
生
活
課

◎
住
宅
を
新
築・増
築
し
た
方
へ

　

平
成
27
年
1
月
1
日
現
在

居
住
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地

（
住
宅
用
地
）は
、固
定
資
産
税

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
　
象

　

平
成
26
年
中
に
住
宅
を
新

築・増
築
し
た
方
や
住
宅
を
建
て

替
え
し
た
方（
建
替
特
例
用
）

※
新
築
調
査
の
際
に
申
告
書
を

　

提
出
し
た
方
は
申
告
不
要
で

　
す
。

申
告
内
容

　
住
宅
の
所
在
地
・
地
番
・
所
有

　
者
の
住
所・氏
名

申
告
期
限　

　
2
月
2
日
㈪

※
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ

　
い
。

　
　
　
　
資
産
税
課

　
（
内
線
3
1
2
3・3
1
2
4
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

問

申

・

が
、消
防
水
利
の
数
が
多
く
、降

雪
量
に
よ
っ
て
は
、作
業
が
追

い
つ
か
な
い
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

い
ち
早
い
消
火
活
動
の
た

め
、お
近
く
の
消
防
水
利
の
雪

か
き
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問　
石
巻
消
防
署
警
防
係

　
　
☎
95
―
７
１
１
２

◎
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
と

　
不
均一課
税

　
平
成
26
年
1
月
2
日
か
ら
平

成
27
年
1
月
1
日
ま
で
の
間
に

製
造
業
等
に
使
用
す
る
設
備
を

新
増
築
し
た
場
合
は
、固
定
資

産
税
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、東
日
本
大
震
災
復
興

特
別
区
域
法
に
よ
り
特
例
の
適

用
と
な
る
事
業（
業
種
）に
該
当

す
る
場
合
は
、固
定
資
産
税
が

課
税
免
除
さ
れ
ま
す
。（
要
申

請
）

対
象　

①
原
発
法（
略
称
）

　
不
均一課
税（
3
年
間
）

②
企
業
立
地
促
進
法（
略
称
）

　
課
税
免
除（
3
年
間
）

③
復
興
特
区
法（
略
称
）

　
課
税
免
除（
5
年
間
）

・
石
巻
ま
ち
な
か
再
生
特
区

・
愛
ラ
ン
ド
特
区

・
民
間
投
資
促
進
特
区（
も
の

　
づ
く
り
産
業
版
・
IT
産
業
版
・

　
農
業
版
）

申
請
期
限　
2
月
2
日
㈪

問

申

・

　
資
産
税
課

　
（
内
線
3
1
2
5
～
3
1
2
7
）

◎
家
屋
を
取
り
壊
し
た
方
へ

　
平
成
26
年
中
に
家
屋
の
全
部

ま
た
は一部
を
取
り
壊
し
た
方
は

「
家
屋
滅
失
届
」を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
な
い
場
合
、平
成

27
年
度
の
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問

申

・

　
資
産
税
課

　
（
内
線
3
1
1
4・3
1
1
7
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

平成27年度より軽自動車税が改正されます
　 　 　 　○原動機付自転車、二輪車等は表1のとおりです。

○軽自動車は表2のとおりです。

・平成27年4月1日以降に購入した場合は表2の②改正後の税額が適用さ
　れます。
・平成28年度分より、最初の新規検査から13年を経過した車を所有してい
　る場合は表2の③重課税率が適用されます。
※課税基準日が毎年4月1日となっています。使用していない車の廃車手続
　きは早めにお願いします。

・平成26年度以前に
　所有している車や
　中古車を取得した
　場合には初度検査
　から13年が経過す
　るまでは表2の①現
　行の税額が適用さ
　れます。

表１　原動機付自転車、二輪車等

車　　種　　区　　分 税額（年額）
現行 改正後

原動機付自転車

50cc以下 1,000円 2,000円
50cc超90cc以下 1,200円 2,000円
90cc超125cc以下 1,600円 2,400円
ミニカー（50cc以下） 2,500円 3,700円

軽二輪（125cc超250cc以下）、ボートトレーラー、フルトレーラー 2,400円 3,600円
小型二輪（250cc超） 4,000円 6,000円

小型特殊自動車 農耕作業用 1,600円 2,400円
その他(ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ等) 4,700円 5,900円

表２　軽自動車

車　種　区　分 税　額　（年　額）
①現行 ②改正後 ③重課税率

四輪乗用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

四輪貨物 営業用 3,000円 3,800円 4,500円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

三輪 3,100円 3,900円 4,600円
※③重課税については、平成28年度分から適用となります。

問　市民税課（内線3101）

問

申

・
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